
























の著作 (1838) である。John Forbes Nash, Jr. (1928-) は，Cournot 的推測
と同じ考え方に基づいた非協力ゲームの均衡概念である Nash 均衡を独立


















q  D (p )のような一般形で表し，説明変数である価格 p の定義域と関
数 D の持つべき定性的条件を制約として課している。Cournot はこのよ
うに，初めて数学的な経済モデルを厳密に定式化し，解析的手法により分
析することに成功したばかりではなく，以下で明らかになるように von








i (i  1  n )の生産量 qi が決定されると，市場価格は市場需要が産業
全体の総供給 Q に等しくなるように調整される。
(2.1) p  p (Q ) dp (Q )
dQ 0



















以下では，静学数量設定ゲームを企業 A の視点から分析する。企業 A
は利潤を最大化するために，MC  MR A となる生産量を選択する２）。線
形の需要関数と MC  0を仮定しているので，企業 A の利潤最大化生産
量は qA  12 Qm になる。このときの市場価格は p1 になる。ただし，Qm
は p  0のときの市場需要量である。しかし，企業 A は本当に qA を生
産するであろうか。
この市場には競争相手の企業 B もいるので，企業 A は企業 B の行動
も考慮しなければならない。企業 B の行動を考えるために，企業 B が獲
得する残余の需要３）を求めよう。企業 A が qA  12 Qm を選択するときの
企業 B の残余の需要 Qm qA  12 Qm は，価格軸を生産量 qA に移動して
得られる線分 BD になる。したがって，企業 B の限界収入曲線は MR B
である。企業 B の利潤は MC  MR B となる生産量で最大になるが，企
業 B の限界費用も０であると仮定しているので，企業 B の利潤最大化生
産量は qB  12 (Qm qA ) 14 Qm になる。このときの市場全体の総供給量
は
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4 Qm を生産するならば，企業 A の残余需要は最初に考
えた Qm ではなく，Qm qB  34 Qm である。企業 A のこの残余需要曲線
２） 両企業について MC  0と仮定しているので，利潤最大化は収入最大化と
同値である。




















8 Qm を生産するならば，企業 B の残余需要は
5
8 Qm  
Qm 38 Qm である。企業 B の利潤最大化生産量はこの半分，すなわち
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していくと，企業 A は p’（図には示されていない）という市場清算価格で，
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3 Qm を生産することが分かる。各企業は総供給量 QT  23 Qm を等し
く分け合う。
Cournot (1838) は，以上の分析を一般化して，n 社の同規模の企業から
構成される産業の総供給量は，
(2.3) QT   n
n 1 Qm
により与えられることを示した。
Cournot ゲームにおいて Nash 均衡を見付けるもう１つの方法は，図
２．３に示されているように，各企業の反応関数を確認することである。
qA(qB )は企業 A の反応関数であり，qB(qA )は企業 B の反応関数であ
る。図の点 A における企業 A の生産量は
1
2 Qm，企業 B の生産量は０で
ある。この点 A から出発して，企業 A の生産量が与えられたとき，企業
B は
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4 Qm となり，その場合には企業 A は生産
量
3
8 Qm を選択することにより利潤を最大化にする（点 C，表２．１の繰り返



















3 Qm 13 Qm  であり，それは両企業
の反応関数の交点 E で示される。
表２．１：Cournot モデルにおける繰り返し除去



































よう。両企業の生産量の和は総供給量に等しい (Q  q1 q2 )ので，逆
需要関数は，
(2.4) p  f (Q ) f (q1 q2 )
と表される。ただし，q1 と q2 はそれぞれ企業１と企業２の生産量である。
総収入関数
(2.5a) TR 1  pq 1  q1 f (q1 q2 )
(2.5b) TR 2  pq 2  q2 f (q1 q2 )
より，各企業の利潤関数は，
(2.6a)  1  q1 f (q1 Q2 )TC 1 (q1 )





(2.7a)  1q1  TR 1q 1 dTC 1dq 1  0
すなわち




(2.7b)  2 q2   TR 2 q 2 dTC 2dq 2  0
すなわち




(2.9a) q1  q1(q2 )
(2.9b) q1  q1(q2 )



















































上から有界である。(2.9b) より，もし企業１が Qm 未満を生産するならば，
企業２は常に
1
2 Qm 超を生産することが分かる。同様に (2.9a) より，もし



















2 Qm Qm  に狭められる。繰り返しの３回目には 12 Qm 34 Qm  
へ，４回目には
5








































































生産量を q とすると，収入 TR は，















る。よって，利潤最大化のための１階の（必要）条件は，(4.2) の q に関
する１階の導関数を求め，その結果を０と置いて求められる。  q   TR q dTCdq  0









(4.1’) TR  p0 q
と書き換えられる。ただし，p0 は市場価格であり，企業にとっては与件
である。このとき限界収入 MR は，







図４．１の右側は，完全競争企業は p MC となる生産量 qで生産す
ることによって，自分の利潤を最大化することを説明している。平均費用

















p p MR  p
需要
qQ
































と書かれよう。ただし，Q1 は企業２から企業 n までの企業１以外の残





(5.4) q1  q2      qn
図５．２の縦軸と横軸はそれぞれ企業１の生産量 q1 と残りの n 1 企業の
生産量 Q1 を測っており，この図には企業１の反応関数と，企業２の反
応関数ではなく残りの n 1 社の企業の反応関数が描かれている。反応
関数の交点は，この産業における Cournot-Nash 均衡生産量を示す。仮定
(5.4) の下では，企業１の生産量は，




















そして，n 企業から構成される産業における Cournot-Nash 均衡は企業１











































































特に，完全競争企業については限界収入は市場価格に等しい (MR  p0 )
ので，この利潤最大化条件は P0  MC と書き換えられる。p0  ATC
であるとき，完全競争企業は正の利潤を獲得し，新規企業の参入が促され
る。反対に，p0 ATC であるとき，企業は損失を被り，その産業から
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